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果結験試言緒

水稲の成型ポット苗を利用 した栽培法は,苗質及び本田

初期生育が勝るので,宮城県においても次第に普及しつつ

ある
1)。

しかし,資材等の経費が割高なことが欠点として

指摘されている■方,最近連続した冷害を克服するため
,

従来の散播の稚苗よりも苗質の勝る苗の導入が期待されて

いる。そこで,昭和56年から成型ポット苗の育苗途中の稚

苗と同じ葉齢の成型ボット苗 (以下この苗を「ポット稚苗」

と呼ぶ)の実用性を検討すると共に,育苗日数を延長 して

行った場合 ,葉齢が進んで従来の成苗に近い苗 (以下この

苗を「ポット成苗Jと 呼ぶ)の実用性についても合せて検

討した。その結果,成型ボット苗は,苗 として非常に幅の広

い移植適期間を有することを明らかにしたので報告する。

2  試  験  方  法

供試条件

成型ポット苗を稚苗の育苗日数と等しい20日間で育苗の

可能性について検討 した結果は,表 1に示 したとおりであ

る (昭和56年 )。 ボット稚苗と散播の稚苗との苗形質の差

は,播種量の差による薄播の効果が大であったが ,ldlじ播

種量の苗を比較すると,草丈がやや短いが乾物重が重い良

苗となった。本田移植後の生育も,特に初期生育が旺盛で
,

出穂期も1～ 5日 早まり,収量も勝る結果を示 した。

一方,育苗日数を延長 した場合の可能性は表 2に 示した

とおりである (昭和57年 )。 育苗日数45日で葉齢43葉
,

55日 で48葉 ,65日 で58葉 ,草丈20昴 ,茎葉重60'電 の

ポット成苗を得た。本田での生育は,育苗日数が長くなる

程移植が遅れたが ,出穂期はほとんど変らず,収量も他の

散播苗に比べて勝った。

成型ポット苗の育苗日数と苗生育との関係については ,

ポット稚苗からボット成苗まで連続 して,図 1に示したと

おりで (昭和58年 ),散播苗に比べて初め草丈はやや短い

が,40日 を過ぎると急速に伸長した。葉齢は初期から展開

が速く,茎葉重は散播苗のように増加が停滞することなく

順調に増加し,充実度 (茎葉重 /草丈)は育苗日数が長く

なるほど高まる傾向を示した。

ポット苗の収量性については,図 2に示 したとおりで
,

(昭和58年),4月 20日 ころの早植えの場合に最も多収と

なった。また,同一移植期に葉齢の異なるポット苗 (25

～46葉)を移植 しても,収量に大きな差はみられず ,い

ずれも散播の稚苗を上回った。さらに 5月 下旬の晩植の場

(昭 56)
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表 2 ポット成苗の苗生育及び本田生育・収量
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の散播苗に比べて非常に勝る苗形質を有し,本田での生育

収量も安定 して上回り,従来からの育苗日数35～ 40日 で葉

齢35～45葉 のポット苗と合せて非常に幅の広い移植期

適応性を有することが明らかになった。
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図 1 成型ポット苗の生育 (昭 58)

合においても,散播苗では出穂期が遅れて大きく減収した

にもかかわらず,ボ ット成苗は,出穂期がほとんど遅れず,

収量の低下も比較的少なかった。

4 要      約

成型ポット苗は,育苗途中の播種後20～30日 で葉齢が21

～34葉のポット稚苗でも,育苗日数を延長 して播種後40

～60日 で葉齢40～ 55葉のポット成苗でも同 じ育苗日数
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日2 成型ポット苗の播種期‐田植期と収量との関係 (昭 58)
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